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新
興
技
術
で
揺
ら
ぐ
核
抑
止
力

ケ
ネ
ディ
の
予
言
、
再
び

　

新
興
技
術
の
進
展
で
、
戦
略
原
子
力
潜
水
艦
の
ス
テ
ル
ス
神
話
に

陰
り
が
見
え
始
め
る
中
、
不
要
論
が
高
ま
っ
て
い
た
大
陸
間
弾
道
ミ

サ
イ
ル
（
I
C
B
M
）
に
脚
光
が
集
ま
っ
て
い
る
。
中
で
も
大
型
の

輸
送
起
立
発
射
機
（
T
E
L
）
に
ミ
サ
イ
ル
を
積
む
移
動
式
が
注
目

株
だ
。
中
国
や
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
の
I
C
B
M
は
こ
の
移
動
式
が
主

力
を
占
め
る
一
方
で
、
戦
略
原
潜
を
絶
対
的
存
在
と
位
置
づ
け
て
き

た
米
国
に
は
移
動
式
の
I
C
B
M
が
な
い
と
い
う
対
照
的
な
状
況
が

続
い
て
い
る
。

　

中
露
の
主
力
は
移
動
式

　

2
0
2
5
年
9
月
3
日
、
中
国
は
首
都
北
京
で
抗
日
戦
争
勝
利
80

周
年
の
軍
事
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
た
。
過
去
最
大
の
規
模
と
な
る
パ

レ
ー
ド
で
、
新
型
I
C
B
M
「
D
F
（
東
風
）
61
」（
写
真
❶
）
を

初
披
露
し
た
。
片
側
8
輪
の
タ
イ
ヤ
を
装
備
す
る
T
E
L
に
載
せ
た

移
動
式
の
ミ
サ
イ
ル
だ
。
軍
事
専
門
誌
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
、
こ
の
ミ
サ

イ
ル
の
射
程
を
1
万
8
0
0
0
㌔
と
分
析
す
る
な
ど
、
I
C
B
M
と

し
て
は
世
界
最
長
級
の
飛
距
離
を
誇
る
。
弾
頭
も
最
大
12
発
が
載
る

モ
バ
イ
ル
神
話
も
崩
壊
か

第8回

会あ
い

川か
わ

　
晴は

る

之ゆ
き

（
毎
日
新
聞
客
員
編
集
委
員
）
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複
数
個
別
誘
導
再
突
入
体
（
M
I
R
V
）
と
さ
れ
る
。
配
備
は
ま
だ

確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
中
国
の
新
た
な
切
り
札
と
な
る
可
能
性
が

高
い
。

　

中
国
は
1
9
7
1
年
に
初
の
I
C
B
M
「
D
F
5
」
の
実
験
に
成

功
、
80
年
代
か
ら
サ
イ
ロ
へ
の
配
備
を
開
始
し
た
。
I
C
B
M
の
導

入
は
米
ソ
に
次
ぐ
3
番
目
の
国
と
な
っ
た
。
移
動
式
の
I
C
B
M
は

「
D
F
31
」
が
初
代
で
、
06
年
に
就
役
し
て
い
る
。

　

全
米
科
学
者
連
盟
（
F
A
S
）
に
よ
る
と
、
現
在
、
中
国
は

D
F
61
を
含
め
て
9
種
類
の
I
C
B
M
を
保
有
し
て
い
る
。
こ
の
う

ち
移
動
式
が
5
種
類
あ
り
、
サ
イ
ロ
型
の
4
種
類
を
上
回
る
。

　

ロ
シ
ア
も
現
在
、
3
種

類
5
タ
イ
プ
の
I
C
B
M

を
配
備
し
て
い
る
。
最
も

古
い
タ
イ
プ
は
、
冷
戦
末

期
に
配
備
が
始
ま
っ
た

「
S
S
18
（
サ
タ
ン
）」
で

サ
イ
ロ
配
備
だ
け
だ
が
、

そ
の
後
に
導
入
さ
れ
た

「
ト
ー
ポ
リ
」と「
ヤ
ル
ス
」

（
写
真
❷
）
は
サ
イ
ロ
型

と
移
動
式
の
両
タ
イ
プ
が

あ
る
。
97
年
に
配
備
が
始

ま
っ
た
ト
ー
ポ
リ
は
当
初

は
サ
イ
ロ
型
だ
け
だ
っ
た

が
、
06
年
か
ら
は
移
動
式

も
加
わ
っ
た
。
ロ
シ
ア
の

I
C
B
M
配
備
数
は
、
移

動
式
が
約
6
割
を
占
め
て

写真❶中国は抗日戦争勝利80周年の軍事パレードで移動式
ICBM「DF61」（右）を初披露した。左の「JL- 3 」は新型
SLBM＝北京市の天安門広場で2025年 9 月 3 日、松倉佑輔撮影

写真❷ロシアの対独戦勝80年記念軍事パレードに登場した移
動式ICBM「ヤルス」＝モスクワの赤の広場で2025年 5 月 9
日、山衛守剛撮影
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い
る
。

　

北
朝
鮮
は
17
年
7
月
に
初
の
I
C
B
M
と
な
る
「
火
星
14
」
を
ロ

フ
テ
ッ
ド
軌
道
で
打
ち
上
げ
て
以
後
、
24
年
の
「
火
星
19
」
ま
で
に

5
種
類
の
I
C
B
M
の
打
ち
上
げ
実
験
を
実
施
し
て
き
た
。さ
ら
に
、

25
年
10
月
に
は
平
壌
で
あ
っ
た
朝
鮮
労
働
党
創
建
80
周
年
を
祝
う
軍

事
パ
レ
ー
ド
で
は
、新
型
の
I
C
B
M
の
「
火
星
20
」
が
登
場
し
た
。

い
ず
れ
の
I
C
B
M
も
T
E
L
に
搭
載
す
る
移
動
式
で
あ
る
こ
と
が

特
徴
だ
。
北
朝
鮮
は
、
鉄
道
車
両
に
載
せ
て
移
動
さ
せ
、
車
両
か
ら

発
射
も
で
き
る
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
も
保
有
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
核
兵
器
の
開
発
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
中
東
地
域
最
大

の
ミ
サ
イ
ル
大
国
で
あ
る
イ
ラ
ン
の
ミ
サ
イ
ル
も
、
T
E
L
に
載
せ

る
移
動
式
が
主
力
だ
。
今
や
ミ
サ
イ
ル
と
言
え
ば
、
移
動
式
が
主
流

を
占
め
る
時
代
と
な
っ
て
い
る
。

米
国
も
目
指
し
た
移
動
式

　

一
方
、
米
国
は
過
去
を
含
め
1
基
の
移
動
式
I
C
B
M
を
保
有
し

た
こ
と
が
な
い
。
た
だ
、
冷
戦
時
代
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
移
動
式
核
ミ

サ
イ
ル
の
導
入
を
検
討
し
た
。

　

手
初
め
は
陸
軍
が
1
9
6
0
年
代
初
頭
に
構
想
し
た
「
ア
イ
ス
マ

ン
」
計
画
だ
。
陸
海
空
の
三
軍
の
中
で
、
唯
一
、
戦
略
核
兵
器
を
担

当
す
る
部
隊
が
な
い
陸
軍
が
、
独
自
の
核
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
を
手

に
入
れ
よ
う
と
、
海
軍
や
空
軍
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
進
め
た
も
の

だ
。
米
国
と
ソ
連
の
ほ
ぼ
中
間
地
点
に
あ
る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
氷

床
に
巨
大
な
地
下
基
地
を
造
り
あ
げ
、
そ
こ
に
ソ
連
の
首
都
モ
ス
ク

ワ
を
射
程
内
に
収
め
る
中
距
離
核
ミ
サ
イ
ル
「
ア
イ
ス
マ
ン
」
を

6
0
0
発
配
備
す
る
構
想
だ
っ
た
。

　

日
本
の
春
の
風
物
詩
と
も
な
っ
て
い
る
黒
部
立
山
ア
ル
ペ
ン
ル
ー

ト
の
除
雪
作
業
の
よ
う
に
、
氷
床
を
深
さ
9
㍍
ま
で
掘
り
進
み
（
写

真
❸
）、
関
東
平
野
の
4
倍
に
も
達
す
る
広
大
な
地
域
に
ク
モ
の
巣

写真❸米軍がグリーンランドに建設を進めた「アイスマン」
核ミサイル基地。氷雪を素掘りし、半円形の鉄製の屋根を
かけていく作業を続けた＝米陸軍資料「Camp Century 
evolution of concept and history of design construction 
and performance」から
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状
に
21
本
の
水
平
ト
ン
ネ
ル
を
整
備
す
る
計
画
だ
っ
た
。
地
下
ト
ン

ネ
ル
の
総
延
長
は
実
に
4
0
0
0
㌔
に
も
達
し
た
。
鉄
道
車
両
に
ミ

サ
イ
ル
を
載
せ
て
運
ぶ
「
移
動
式
」
ミ
サ
イ
ル
計
画
で
、
ミ
サ
イ
ル

を
発
射
す
る
縦
穴
も
2
1
0
0
カ
所
設
け
る
予
定
だ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
基
地
は
氷
雪
に
覆
わ
れ
る
た
め
発
見
さ
れ
に
く
い
特
性

を
持
つ
。
仮
に
突
き
止
め
ら
れ
た
場
合
で
も
、
サ
イ
ロ
固
定
型
の

I
C
B
M
基
地
の
数
倍
も
の
数
の
「
サ
イ
ロ
」
が
あ
り
、
そ
の
上
、

ど
こ
に
ミ
サ
イ
ル
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
仕
組
み
だ
っ
た
。
基
地
す
べ
て
を
破
壊
す
る
に
は
、
ソ
連
は

無
駄
撃
ち
を
覚
悟
の
上
で
3
5
0
0
発
も
の
核
ミ
サ
イ
ル
を
撃
ち
込

む
必
要
が
あ
る
と
米
軍
は
計
算
し
た
。
当
時
の
ソ
連
に
は
、
そ
ん
な

大
量
の
核
ミ
サ
イ
ル
を
製
造
す
る
能
力
は
な
く
、
完
成
す
れ
ば
無
敵

の
I
C
B
M
基
地
が
誕
生
す
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。

　

だ
が
、
氷
床
の
核
ミ
サ
イ
ル
基
地
計
画
は
、
予
想
以
上
に
厳
し
い

自
然
の
力
に
は
ね
返
さ
れ
る
。
固
定
し
て
動
か
な
い
よ
う
に
見
え
た

氷
床
は
、
山
岳
氷
河
と
同
様
、
毎
年
、
降
り
積
も
る
雪
の
重
さ
の
た

め
ゆ
っ
く
り
と
移
動
し
て
い
た
。
沈
み
込
む
氷
雪
の
圧
力
を
受
け
て

掘
削
し
た
ト
ン
ネ
ル
の
断
面
積
は
1
年
間
に
2
割
近
く
も
縮
小
し

た
。
絶
え
間
な
く
補
強
し
な
け
れ
ば
ト
ン
ネ
ル
は
3
年
足
ら
ず
で
崩

壊
す
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
核
ミ
サ
イ
ル
も
雪
と
氷
に
閉
じ
込
め
ら
れ

て
し
ま
う
運
命
が
待
っ
て
い
た
。

　

計
画
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
基
地
は
67
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
実

際
に
掘
削
し
た
地
下
ト
ン
ネ
ル
は
、
わ
ず
か
3 

㌔
に
と
ど
ま
っ
た
。

計
画
は
無
残
と
も
言
え
る
大
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

　

二
つ
目
の
取
り
組
み
は
72
年
か
ら
開
発
が
始
め
た
M
X
（
ピ
ー
ス

キ
ー
パ
ー
）
ミ
サ
イ
ル
だ
。
サ
イ
ロ
配
備
型
だ
け
で
な
く
、
移
動
式

も
導
入
す
る
案
が
時
期
を
お
い
て
二
度
浮
上
し
た
。
だ
が
、
高
額
な

費
用
や
冷
戦
終
結
と
い
う
時
代
の
変
化
に
阻
ま
れ
、
い
ず
れ
も
実
現

し
な
か
っ
た
。

　

こ
の
計
画
が
浮
上
し
た
の
は
、
ソ
連
の
戦
略
原
潜
の
能
力
向
上
が

背
景
に
あ
る
。
静
粛
化
が
進
み
、
米
軍
の
監
視
網
を
す
り
抜
け
る
潜

水
艦
が
出
始
め
た
時
期
と
重
な
る
。
米
国
に
近
い
海
か
ら
S
L
B
M

を
撃
ち
込
む
可
能
性
が
出
て
き
た
と
米
軍
は
警
戒
を
強
め
て
い
た
。

I
C
B
M
は
、
発
射
か
ら
弾
着
ま
で
約
30
分
の
時
間
が
あ
る
。
こ
の

間
に
発
射
を
決
断
す
れ
ば
、
サ
イ
ロ
内
に
収
め
た
I
C
B
M
を
す
べ

て
撃
ち
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
近
海
か
ら
S
L
B
M
を
放

た
れ
た
場
合
、
弾
着
は
10
～
15
分
と
半
分
に
縮
ま
る
。
サ
イ
ロ
内
に

配
備
し
た
I
C
B
M
が
発
射
前
に
破
壊
さ
れ
、
核
戦
力
を
大
幅
に
失

う
懸
念
が
浮
上
し
た
。
移
動
式
を
採
用
す
れ
ば
、
I
C
B
M
の
残
存

性
が
高
ま
る
は
ず
と
の
思
い
が
あ
っ
た
。

　

79
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
移
動
式
I
C
B
M
の
取
り
組
み
は
、
現

在
、
中
露
両
国
が
採
用
し
て
い
る
I
C
B
M
を
T
E
L
に
載
せ
る
方

式
と
は
か
な
り
異
な
る
も
の
だ
っ
た
。
1
万
3
0
0
0
㌔
に
も
及
ぶ

地
下
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
2
0
0
発
の
I
C
B
M
を
配
備
し
、
ミ
サ

イ
ル
を
鉄
道
車
両
に
載
せ
て
ト
ン
ネ
ル
内
を
移
動
さ
せ
る
方
式
。
ミ

サ
イ
ル
を
発
射
す
る
縦
穴
も
4
6
0
0
カ
所
整
備
す
る
予
定
だ
っ
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た
。「
ア
イ
ス
マ
ン
」
の
構
想
を
そ
の
ま
ま
陸
上
版
に
置
き
換
え
た

も
の
と
も
言
え
る
。
移
動
式
で
は
あ
る
が
、
地
上
を
走
り
回
る

T
E
L
型
で
は
な
く
、「
移
動
式
サ
イ
ロ
」
と
で
も
言
え
る
方
式
だ
っ

た
。

　

ソ
連
か
ら
見
れ
ば
、
ア
イ
ス
マ
ン
と
同
様
、
ど
の
縦
穴
に

I
C
B
M
が
収
ま
っ
て
い
る
の
か
を
特
定
す
る
の
は
至
難
の
業
と
な

る
。
米
軍
に
と
っ
て
は
極
め
て
生
存
性
が
高
い
I
C
B
M
に
な
る
は

ず
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
高
額
な
開
発
費
用
に
加
え
、
基
地
の
候
補
地
だ
っ
た
ネ
バ

ダ
州
と
ユ
タ
州
が
計
画
に
反
対
し
た
た
め
、
計
画
着
手
か
ら
わ
ず
か

1
年
後
の
80
年
に
中
止
に
追
い
込
ま
れ
る
。

　

計
画
は
84
年
に
形
を
変
え
て
復
活
し
た
。
4
段
式
の
M
X
ミ
サ
イ

ル
を
2
段
式
へ
と
小
型
化
し
た
「
ミ
ゼ
ッ
ト
マ
ン
」
I
C
B
M
計
画

が
86
年
か
ら
始
動
す
る
。
ミ
ゼ
ッ
ト
マ
ン
の
全
長
は
14
㍍
と
M
X
の

21
・
6
㍍
と
比
べ
て
3
分
の
2
し
か
な
く
、
搭
載
す
る
弾
頭
の
数
も

10
発
か
ら
1
発
に
減
ら
し
た
。
従
前
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
移
動
型
で
は

な
く
、
現
在
の
T
E
L
利
用
型
の
移
動
式
ミ
サ
イ
ル
に
近
く
、
け
ん

引
車
と
ミ
サ
イ
ル
を
載
せ
る
ト
レ
ー
ラ
ー
で
構
成
さ
れ
た
。
普
段
は

基
地
に
配
備
し
、
有
事
の
際
は
敵
の
攻
撃
を
避
け
る
た
め
に
基
地
か

ら
出
て
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
ト
レ
ー

ラ
ー
は
時
速
88
㌔
以
上
と
い
う
高
速
移
動
が
可
能
だ
っ
た
。

　

91
年
8
月
に
あ
っ
た
2
度
目
の
発
射
実
験
で
ミ
サ
イ
ル
は
初
飛
行

を
果
た
す
が
、
冷
戦
終
結
や
ソ
連
崩
壊
の
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
92
年
4
月
に
計
画
は
中
止
に
追
い
込
ま
れ
る
。

　

そ
れ
か
ら
30
年
あ
ま
り
。
米
国
で
は
現
在
、
3
度
目
と
な
る
移
動

式
I
C
B
M
の
導
入
案
が
浮
上
し
つ
つ
あ
る
。
理
由
は
二
つ
。
一
つ

目
は
、
海
が
透
明
に
な
る
時
代
が
到
来
し
、
戦
略
原
潜
が
無
敵
で
な

く
な
る
事
態
に
備
え
る
視
点
だ
。
サ
イ
ロ
配
備
型
の
I
C
B
M
に
加

え
て
移
動
式
も
あ
わ
せ
て
導
入
す
れ
ば
、
運
用
面
で
の
柔
軟
性
が
増

す
ほ
か
、
相
手
の
読
み
を
複
雑
化
さ
せ
る
効
果
も
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
新
型
I
C
B
M
「
セ
ン
チ
ネ
ル
」
の
開
発
難
航
に
あ

る
。
現
在
、
配
備
中
の
I
C
B
M
「
ミ
ニ
ッ
ト
マ
ン
Ⅲ
」
が
利
用
し

て
い
る
サ
イ
ロ
（
写
真
❹
）
が
老
朽
化
し
た
た
め
全
面
廃
棄
し
、
サ

写真❹米ICBM「ミニットマンⅢ」と収納サ
イロ＝米国防総省提供
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イ
ロ
を
掘
り
直
す
作
業
が
必
要
と
な
る
た
め
、
配
備
時
期
が
大
幅
に

遅
れ
る
可
能
性
が
出
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
中
露
両
国
や
北
朝
鮮
が
続
々
と
新
型
I
C
B
M
の
開

発
や
配
備
を
進
め
る
な
ど
核
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
は「
待
っ
た
な
し
」

と
言
え
る
状
況
に
入
り
つ
つ
あ
る
。
セ
ン
チ
ネ
ル
の
一
部
を
移
動
式

に
し
て
先
行
配
備
す
べ
き
だ
と
の
声
が
出
て
い
る
。

　

中
露
な
ど
と
同
様
に
T
E
L
に
載
せ
る
方
式
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

る
が
、
民
主
主
義
国
家
で
あ
る
米
国
で
は
、
核
ミ
サ
イ
ル
を
積
む
車

両
が
公
道
を
通
行
す
る
の
は
難
し
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。
ネ
バ
ダ
州

な
ど
に
あ
る
広
大
な
国
有
地
に
分
散
配
備
す
れ
ば
問
題
は
解
消
す
る

な
ど
の
検
討
が
続
く
。

ス
カ
ッ
ド
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ

　

移
動
式
ミ
サ
イ
ル
が
各
国
で
普
及
し
、
米
国
も
導
入
を
検
討
し
た

最
大
の
原
因
は
、
そ
の
ス
テ
ル
ス
性
に
あ
る
。
海
に
潜
る
戦
略
原
潜

と
同
様
、
陸
上
を
自
在
に
移
動
で
き
る
た
め
、
敵
に
見
つ
か
り
に
く

い
特
性
を
持
つ
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
91
年
の
湾
岸
戦
争
で

米
国
を
中
心
と
す
る
連
合
軍
が
、
イ
ラ
ク
軍
の
移
動
式
の
短
距
離
弾

道
ミ
サ
イ
ル
「
ス
カ
ッ
ド
」
の
居
場
所
を
探
し
続
け
た
も
の
の
、
突

き
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
の
ス
テ
ル
ス

性
が
実
証
さ
れ
、「
ス
カ
ッ
ド
神
話
」
が
誕
生
す
る
ま
で
に
至
っ
て

い
く
。

　

91
年
1
月
に
開
戦
し
た
湾
岸
戦
争
の
き
っ
か
け
は
、
サ
ダ
ム
・
フ

セ
イ
ン
大
統
領
率
い
る
イ
ラ
ク
が
前
年
の
90
年
8
月
に
電
撃
的
に
隣

国
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻
、
全
土
を
占
領
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　

圧
倒
的
に
戦
力
に
劣
る
イ
ラ
ク
は
、
約
90
発
の
ソ
連
製
短
距
離
ミ

サ
イ
ル
「
ス
カ
ッ
ド
」
で
応
戦
す
る
。
標
的
に
据
え
た
の
は
、
連
合

軍
が
出
撃
基
地
を
置
く
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
や
首
都

リ
ヤ
ド
、
そ
し
て
ア
ラ
ブ
諸
国
が
「
敵
」
と
位
置
づ
け
る
イ
ス
ラ
エ

ル
だ
っ
た
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
各
地
に
は
防
空
壕
が
掘
ら
れ
（
写
真

❺
）、ス
カ
ッ
ド
の
射
程
外
に
あ
る
紅
海
に
面
す
る
ジ
ェ
ッ
ダ
に
人
々

写真❺湾岸戦争時、サウジアラビア東岸のダーラ
ン近郊に日本企業が設置した防空壕＝2003年 3
月、筆者撮影
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が
疎
開
す
る
動
き
が
相
次
い
だ
。

　

連
合
軍
を
主
導
す
る
米
国
に
と
っ
て
最
大
の
問
題
は
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
対
応
を
抑
え
込
む
こ
と
だ
っ
た
。
イ
ラ
ク
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を

看
過
で
き
な
い
と
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
反
撃
を
始
め
る
可
能
性
が

強
ま
っ
て
い
た
た
め
だ
。
だ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
参
戦
は
、
戦
争
の
構

図
を
極
め
て
複
雑
に
す
る
た
め
是
が
非
で
も
避
け
た
い
と
米
国
は
考

え
て
い
た
。
連
合
軍
に
は
サ
ウ
ジ
な
ど
ア
ラ
ブ
諸
国
も
参
加
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
国
が
イ
ス
ラ
エ
ル
と
は
一
緒
に
戦
え
な
い
な
ど
と
一

斉
に
反
発
し
、
四
分
五
裂
す
る
事
態
を
迎
え
る
可
能
性
も
あ
っ
た
か

ら
だ
。
イ
ラ
ク
の
狙
い
は
ま
さ
に
、
そ
こ
に
あ
っ
た
。

　

米
国
は
、
ス
カ
ッ
ド
迎
撃
用
の
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
・
ミ
サ
イ
ル
を
イ

ス
ラ
エ
ル
に
供
与
す
る
な
ど
懸
命
な
支
援
を
続
け
、
参
戦
を
思
い
と

ど
ま
る
よ
う
説
得
を
続
け
た
。

　

イ
ラ
ク
で
は
、
ス
カ
ッ
ド
を
見
つ
け
出
し
破
壊
し
よ
う
と
す
る
努

力
を
続
け
た
。
上
空
か
ら
は
F-
15
E
や
F
16
な
ど
の
戦
闘
機
や

R
C
1
3
5
な
ど
の
偵
察
機
に
よ
る
「
ス
カ
ッ
ド
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を

実
施
し
た
ほ
か
、地
上
で
は
特
殊
部
隊
が
ス
カ
ッ
ド
探
索
を
続
け
た
。

偵
察
衛
星
や
電
子
情
報
収
集
シ
ス
テ
ム
な
ど
持
て
る
資
源
を
す
べ
て

投
入
し
て
ス
カ
ッ
ド
を
追
い
続
け
た
。

　

だ
が
、米
軍
が
威
信
を
か
け
て
手
が
け
た
「
ス
カ
ッ
ド
・
ハ
ン
テ
ィ

ン
グ
」
は
失
敗
に
終
わ
る
。
米
専
門
家
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ア
ク
ト
ン

氏
は
、
米
軍
の
公
式
分
析
を
も
と
に
「
戦
争
中
、
米
軍
は
ス
カ
ッ
ド

発
射
装
置
探
索
の
た
め
約
1
5
0
0
回
出
撃
し
た
が
、
1
基
も
破
壊

で
き
な
か
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
、
連
合
軍
の
度
重
な
る

出
撃
に
よ
っ
て
イ
ラ
ク
軍
も
警
戒
を
強
め
ざ
る
を
得
ず
、
ミ
サ
イ
ル

の
発
射
回
数
を
減
ら
す
効
果
は
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
阻
止
は
で

き
な
か
っ
た
。

　

全
精
力
を
傾
け
て
も
ス
カ
ッ
ド
が
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
理
由
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
イ
ラ
ク
は
、
ミ
サ
イ
ル
を
発
射

直
後
に
移
動
さ
せ
る
戦
法
を
徹
底
し
た
。
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
探
知
し

た
米
軍
が
そ
の
場
に
急
行
し
て
も
、
跡
形
も
な
く
消
え
去
る
「
隠
遁

の
術
」
と
も
言
え
る
。
ス
カ
ッ
ド
は
発
射
準
備
時
間
が
極
め
て
短
い

特
性
が
あ
っ
た
こ
と
も
こ
の
戦
法
を
下
支
え
し
た
。
ま
た
、
発
見
さ

れ
に
く
い
夜
間
に
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
集
中
さ
せ
る
戦
術
も
と
っ

た
。

　

さ
ら
に
、
イ
ラ
ク
軍
は
ス
カ
ッ
ド
を
橋
の
下
な
ど
に
隠
し
、
米
軍

の
偵
察
衛
星
や
航
空
機
か
ら
の
監
視
の
目
を
逃
れ
た
。
ミ
サ
イ
ル
発

射
装
置
に
似
せ
た
「
お
と
り
」
を
各
所
に
設
置
し
て
攪か
く

乱ら
ん

も
し
た
。

通
信
に
も
気
を
配
る
。
無
線
傍
受
に
よ
り
ミ
サ
イ
ル
の
位
置
を
割
り

出
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
攻
撃
命
令
は
無
線
を
使
わ
ず
、
盗
聴
が
難

し
い
固
定
電
話
を
使
っ
た
。
時
に
は
伝
令
兵
が
命
令
を
届
け
る
古
典

的
な
手
法
も
採
用
し
た
。
こ
う
し
た
対
策
の
組
み
合
わ
せ
が
功
を
奏

し
た
。

　

移
動
式
ミ
サ
イ
ル
の
「
神
話
」
は
、
ス
カ
ッ
ド
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
06
年
に
あ
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
と
レ
バ
ノ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
組
織

ヒ
ズ
ボ
ラ
と
の
戦
争
の
際
、
ヒ
ズ
ボ
ラ
の
ロ
ケ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
を
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イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
探
し
出
せ
ず
、
多
く
の
損
害
を
招
い
た
と
の
指
摘

も
神
話
を
補
強
し
て
い
る
。

米
情
報
機
関
の
実
力

　

だ
が
、
移
動
式
ス
カ
ッ
ド
神
話
は
「
実
力
以
上
に
評
価
さ
れ
て
い

る
」と
分
析
す
る
米
国
の
専
門
家
も
い
る
。
米
情
報
機
関
の
能
力
は
、

一
般
の
人
々
が
想
像
し
て
い
る
以
上
に
高
く
、
冷
戦
中
も
ソ
連
の
移

動
式
I
C
B
M
の
探
知
に
も
成
功
し
て
い
た
と
の
指
摘
だ
。

　

ソ
連
は
冷
戦
末
期
に
、
2
種
類
の
移
動
式
I
C
B
M
の
開
発
を
手

が
け
た
。
鉄
道
車
両
に
載
せ
て
移
動
さ
せ
る
「
S
S
24
」
と
、
道
路

移
動
型
の
「
S
S
25
」
だ
。
85
年
か
ら
S
S
25
の
配
備
が
始
ま
っ
た
。

　

当
時
の
レ
ー
ガ
ン
米
政
権
は
こ
れ
に
衝
撃
を
受
け
る
。
そ
の
年
の

7
月
、
国
家
安
全
保
障
決
定
指
令
1
7
8
を
出
し
、
早
急
に
対
応
策

を
構
築
す
る
よ
う
命
じ
た
。
15
年
後
の
2
0
0
0
年
ま
で
に
、
こ
う

し
た
移
動
式
I
C
B
M
の
「
少
な
く
と
も
50
〜
75
%
を
破
壊
す
る
能

力
」
を
備
え
る
こ
と
が
目
標
だ
っ
た
。

　

当
時
の
米
海
軍
は
、
S
L
B
M
を
積
む
ソ
連
の
戦
略
原
潜
を
見
つ

け
、
追
い
か
け
回
す
技
量
を
備
え
て
い
た
。
地
上
の
ス
テ
ル
ス
兵
器

で
あ
る
移
動
式
I
C
B
M
も
、
米
国
の
最
新
技
術
を
駆
使
す
れ
ば
追

い
詰
め
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。
そ
う
考
え
た
米
軍
は
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
を
講
じ
始
め
る
。

　

一
つ
目
は
、
通
信
傍
受
（
S
I
G
I
N
T
）
だ
。
電
子
情
報
収
集

を
専
門
と
す
る
衛
星
が
こ
れ
を
担
い
、
基
地
と
移
動
式
I
C
B
M
部

隊
の
通
信
傍
受
を
試
み
た
。
情
報
分
析
は
も
っ
ぱ
ら
国
家
安
全
保
障

局
（
N
S
A
）（
写
真
❻
）
が
担
っ
た
。

写真❻米ワシントン郊外にある国家安全保障局（NSA）本部であった司
令官交代式典＝2018年、筆者撮影
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移
動
式
I
C
B
M
部
隊
は
敵
か
ら
の
発
見
を
極
力
防
ぐ
た
め
「
隠

密
行
動
」
に
徹
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
実
態
は
正
反

対
だ
っ
た
。ソ
連
の
部
隊
は
、司
令
部
と
定
期
的
に
連
絡
を
取
り
合
っ

て
い
た
ほ
か
、
支
援
車
両
と
の
通
信
も
繰
り
返
し
て
い
た
。
支
援
車

両
に
は
、
食
事
を
提
供
す
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
、
警
備
車
両
、
燃
料

輸
送
を
担
当
す
る
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
な
ど
が
あ
り
、
合
流
す
る
場
所

を
調
整
す
る
無
線
連
絡
が
頻
繁
に
あ
っ
た
。

　

た
だ
衛
星
を
使
う
通
信
傍
受
は
精
度
の
面
で
限
界
が
あ
っ
た
。
ミ

サ
イ
ル
の
居
場
所
を
数
㌔
四
方
に
絞
り
込
め
る
も
の
の
、
そ
れ
が
精

一
杯
だ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
を
補
う
手
法
を
米
軍
は
編
み
出
し
て
い

く
。

　

移
動
式
I
C
B
M
は
、
平
時
は
基
地
内
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
有

事
の
際
は
敵
か
ら
の
攻
撃
を
避
け
る
た
め
、
蜘く

蛛も

の
子
を
散
ら
す
よ

う
に
基
地
か
ら
出
て
四
方
八
方
に
展
開
し
て
攻
撃
態
勢
に
入
る
。
米

国
が
一
時
、
導
入
を
検
討
し
た
ミ
ゼ
ッ
ト
マ
ン
I
C
B
M
も
同
様
の

行
動
を
と
る
段
取
り
だ
っ
た
。

　

米
軍
は
ソ
連
が
移
動
式
I
C
B
M
を
配
備
す
る
基
地
を
当
然
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
た
。
偵
察
衛
星
で
監
視
を
続
け
、
移
動
式

I
C
B
M
が
訓
練
な
ど
で
基
地
の
外
に
出
る
た
び
に
そ
の
動
き
を

追
っ
た
。
そ
れ
を
重
ね
て
い
く
と
、
行
動
様
式
が
読
み
取
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
を
地
図
に
落
と
し
込
む
作
業
を
続
け
た
。

　

最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
移
動
式
ミ
サ
イ
ル
の
重
量
に
あ
っ
た
。
ソ
連

の
移
動
式
I
C
B
M
「
S
S
25
」
は
1
0
0
㌧
を
超
え
る
重
量
が
あ

る
。
未
舗
装
の
オ
フ
ロ
ー
ド
を
進
む
に
は
難
が
あ
り
、
行
動
パ
タ
ー

ン
が
限
定
さ
れ
て
い
た
。
移
動
速
度
も
米
軍
の
ミ
ゼ
ッ
ト
マ
ン

の
時
速
88
㌔
を
は
る
か
に
下
回
る
時
速
20
㌔
と
遅
く
、
追
跡
は

容
易
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
努
力
の
末
、
米
軍
は
鉄
道
移
動
式
の

S
S
24
や
、
同
じ
く
移
動
式
の
中
距
離
核
ミ
サ
イ
ル
「
S
S
20
」

（
写
真
❼
）
な
ど
の
動
向
把
握
に
成
功
を
収
め
た
と
さ
れ
る
。

　

米
軍
は
ミ
サ
イ
ル
追
跡
と
同
時
に
、
破
壊
す
る
た
め
の
手
順

構
築
も
急
い
だ
。
動
き
回
る
標
的
を
攻
撃
す
る
に
は
、
破
壊
力

が
限
定
的
な
通
常
兵
器
で
は
難
し
く
、
広
範
囲
を
破
壊
で
き
る

核
兵
器
が
必
要
と
考
え
た
。
迅
速
性
が
勝
負
と
な
る
中
、
現
地

到
着
に
時
間
が
か
か
る
戦
略
爆
撃
機
で
は
対
応
で
き
な
い
。
海

に
潜
っ
て
い
る
た
め
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
通
信
が
難
し
い
戦
略
原

写真❼米スミソニアン航空宇宙博物
館に展示されているSS20ミサイル

（中央）=2019年、筆者撮影
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潜
も
任
務
の
遂
行
が
難
し
い
。
攻
撃
役
は
I
C
B
M
が
担
う
こ
と
に

な
っ
た
。

　

米
軍
の
I
C
B
M
に
は
攻
撃
対
象
が
割
り
振
ら
れ
て
い
る
。
有
事

に
備
え
、
事
前
に
決
め
ら
れ
た
攻
撃
目
標
に
照
準
を
合
わ
せ
て
待
機

し
て
い
る
。
サ
イ
ロ
に
配
備
さ
れ
て
い
る
敵
の
I
C
B
M
や
軍
事
工

場
な
ど
の
重
要
施
設
を
攻
撃
す
る
場
合
は
こ
れ
で
十
分
だ
が
、
居
場

所
が
絶
え
ず
変
わ
る
移
動
式
I
C
B
M
の
場
合
は
、
事
前
に
照
準
を

設
定
す
る
作
業
は
で
き
な
い
。
見
つ
け
次
第
、
照
準
を
設
定
す
る
作

業
が
必
要
に
な
る
が
、
作
業
に
手
間
取
れ
ば
、
せ
っ
か
く
見
つ
け
た

相
手
に
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
う
。

　

米
空
軍
は
88
年
ご
ろ
か
ら
I
C
B
M
の
照
準
を
迅
速
に
変
更
で
き

る
よ
う
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
作
業
を
始
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
照
準

を
再
設
定
す
る
時
間
を
約
12
分
に
ま
で
短
縮
す
る
。
冷
戦
終
結
後
も

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
作
業
が
続
い
た
。
戦
略
原
潜
の
S
L
B
M
に
も
同

様
の
改
良
作
業
を
実
施
し
た
。
緯
度
経
度
な
ど
敵
の
移
動
式
ミ
サ
イ

ル
の
座
標
軸
を
入
力
す
れ
ば
、
わ
ず
か
数
分
で
照
準
を
定
め
ら
れ
る

態
勢
を
整
え
た
。
移
動
式
ミ
サ
イ
ル
を
逃
さ
な
い
態
勢
が
次
第
に

整
っ
て
い
く
。

　

と
は
い
え
疑
問
は
残
る
。
米
専
門
家
の
言
う
よ
う
に
、
米
軍
が
冷

戦
時
代
末
期
に
ソ
連
の
移
動
式
ミ
サ
イ
ル
を
把
握
で
き
る
能
力
を
手

に
入
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
な
ぜ
、
冷
戦
終
結
後
の
91
年
に
あ
っ
た

湾
岸
戦
争
で
は
1
基
の
ス
カ
ッ
ド
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

　

専
門
家
の
答
え
は
こ
う
だ
。

　

一
つ
目
は
、ソ
連
の
移
動
式
I
C
B
M
追
跡
と
は
異
な
り
、ス
カ
ッ

ド
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
解
明
し
て
い
な
か
っ
た
点
だ
。
基
地
や
展
開

パ
タ
ー
ン
を
分
析
し
始
め
た
の
は
、開
戦
し
て
か
ら
の
こ
と
で
、デ
ー

タ
の
蓄
積
が
な
か
っ
た
。

　

二
つ
目
は
、ソ
連
軍
が
頻
繁
に
無
線
で
連
絡
を
取
り
合
う
一
方
で
、

イ
ラ
ク
は
固
定
電
話
や
伝
令
を
使
う
な
ど
、
情
報
管
理
を
徹
底
し
て

い
た
。
米
軍
の
S
I
G
I
N
T
は
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
か
っ
た
。

　

三
つ
目
は
、
ス
カ
ッ
ド
は
、
ソ
連
の
移
動
式
I
C
B
M
に
比
べ
て

大
幅
に
小
さ
く
、
重
量
も
半
分
以
下
の
約
40
㌧
だ
っ
た
。
こ
の
た
め

移
動
速
度
が
速
く
機
動
性
に
富
ん
で
お
り
、
把
握
が
難
し
か
っ
た
。

　

最
後
は
、
世
界
を
破
滅
に
導
き
か
ね
な
い
核
兵
器
を
積
む
移
動
式

I
C
B
M
が
持
つ
脅
威
は
、
ス
カ
ッ
ド
の
脅
威
と
は
比
較
に
な
ら
な

い
ほ
ど
大
き
か
っ
た
と
い
う
点
だ
。
ス
カ
ッ
ド
は
米
軍
を
主
体
と
す

る
連
合
軍
に
政
治
的
な
混
乱
を
巻
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
も
の

の
、
人
的
被
害
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
中
東
地
域

に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
米
軍
は
大
き
な
リ
ス
ク
を
冒
し

て
ま
で
ス
カ
ッ
ド
を
探
し
出
そ
う
と
し
は
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

専
門
家
の
分
析
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
私
に
は
判
断
で
き
な
い
。

た
だ
、
湾
岸
戦
争
当
時
は
、
移
動
式
ミ
サ
イ
ル
探
知
能
力
は
完
璧
と

呼
べ
る
域
に
は
達
し
て
い
な
か
っ
た
の
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

米
海
軍
高
官
は
冷
戦
終
結
後
、
米
軍
は
ソ
連
の
戦
略
原
潜
の
居
場

所
を
常
に
把
握
し
て
お
り
「
相
手
が
核
ミ
サ
イ
ル
を
撃
つ
前
に
す
べ

て
を
撃
沈
で
き
る
態
勢
を
整
え
て
い
た
」と
豪
語
し
て
い
た
。
だ
が
、
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移
動
式
I
C
B
M
に
つ
い
て
は
、
同
様
の
自
慢
話
は
伝
わ
っ
て
こ
な

い
。海

、
そ
し
て
、
陸
も
「
透
明
」
に

　

米
ソ
（
露
）
両
国
が
取
り
組
ん
だ
核
軍
縮
で
、
核
兵
器
の
数
は
大

幅
に
減
っ
た
。
と
は
言
え
、
冷
戦
終
結
後
も
I
C
B
M
は
残
り
続
け

て
い
る
。
そ
れ
も
、
そ
の
半
数
以
上
が
移
動
式
で
あ
る
以
上
、
こ
れ

を
探
し
出
し
、い
つ
で
も
破
壊
で
き
る
能
力
の
構
築
が
課
題
と
な
る
。

　

米
軍
は
ス
カ
ッ
ド
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
経
験
も
生
か
し
な
が
ら

様
々
な
取
り
組
み
を
始
め
る
。
す
で
に
紹
介
し
た
I
C
B
M
や

S
L
B
M
な
ど
の
照
準
を
迅
速
に
設
定
し
直
す
改
良
作
業
や
、
セ
ン

サ
ー
類
に
磨
き
を
か
け
る
作
業
が
中
心
と
な
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、

通
信
傍
受
を
専
門
と
す
る
S
I
G
I
N
T
衛
星
、
写
真
撮
影
を
担
当

す
る
偵
察
衛
星
、
合
成
開
口
レ
ー
ダ
ー
を
積
む
監
視
衛
星
の
能
力
向

上
の
ほ
か
、
ド
ロ
ー
ン
（
無
人
機
）
の
導
入
も
あ
っ
た
。

　

合
成
開
口
レ
ー
ダ
ー
は
、
か
つ
て
は
静
止
し
た
目
標
の
画
像
化
し

か
で
き
な
か
っ
た
が
、
技
術
の
発
展
に
よ
り
移
動
す
る
対
象
の
速
度

や
方
向
も
検
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
ラ
ン
ド
サ
ッ
ト
2
」
の

よ
う
な
民
間
衛
星
で
も
1
5
0
㌔
も
の
幅
を
ス
キ
ャ
ン
し
、
ト
ラ
ッ

ク
ほ
ど
の
大
き
さ
の
移
動
目
標
な
ら
検
出
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

金
に
糸
目
を
つ
け
な
い
軍
事
用
衛
星
は
、
さ
ら
に
高
い
能
力
を
持
っ

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

I
C
B
M
を
す
べ
て
移
動
式
に
し
て
い
る
北
朝
鮮
に
こ
う
し
た
新

技
術
を
適
用
し
た
場
合
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
合
成
開
口
レ
ー
ダ
ー

を
搭
載
す
る
衛
星
は
、
北
朝
鮮
の
道
路
網
を
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
監

視
し
、
移
動
式
ミ
サ
イ
ル
の
動
き
を
追
跡
す
る
能
力
を
持
つ
。
毎
日

約
2
・
5
回
の
上
空
通
過
が
可
能
で
、
米
国
が
運
用
す
る
衛
星
だ
け

で
な
く
、
同
盟
国
が
運
用
す
る
衛
星
の
情
報
が
共
有
で
き
る
場
合
な

ら
24
分
間
隔
で
北
朝
鮮
上
空
を
通
過
で
き
る
計
算
と
な
る
。さ
ら
に
、

民
間
衛
星
が
収
集
し
た
情
報
も
加
わ
れ
ば
、
監
視
密
度
は
さ
ら
に
上

が
る
。

　

長
距
離
、
そ
し
て
長
時
間
の
飛
行
が
可
能
な
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク

な
ど
の
高
高
度
無
人
機
を
北
朝
鮮
の
東
西
の
海
域
を
飛
ば
せ
ば
、
領

空
外
か
ら
で
も
2
4
0
㌔
の
幅
で
監
視
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
に
よ

り
ド
ロ
ー
ン
は
、北
朝
鮮
の
道
路
の
54
%
を
継
続
的
に
監
視
で
き
る
。

さ
ら
に
、
北
朝
鮮
領
空
に
奥
深
く
ま
で
潜
入
す
る
ス
テ
ル
ス
ド
ロ
ー

ン
を
使
え
ば
、
道
路
網
の
84
%
の
監
視
が
可
能
と
な
る
。

　

さ
ら
に
工
作
員
を
現
地
に
潜
入
さ
せ
、
地
上
に
セ
ン
サ
ー
を
配
備

で
き
れ
ば
、
監
視
網
は
さ
ら
に
充
実
す
る
。
移
動
式
ミ
サ
イ
ル
が
通

過
す
る
際
に
出
る
振
動
や
音
の
検
出
が
可
能
と
な
る
か
ら
だ
。

　

こ
の
ほ
か
、
通
信
傍
受
や
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
で
北
朝
鮮
の
指
揮
統

制
シ
ス
テ
ム
に
侵
入
し
て
ミ
サ
イ
ル
位
置
情
報
の
取
得
を
目
指
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
多
層
的
に
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
道
路
網
の
97
%
を

監
視
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
北
朝
鮮
も
対
抗
手
段
を
と
っ
て
い
る
。
移
動
式
ミ
サ
イ

ル
を
隠
し
や
す
い
山
岳
部
に
分
散
配
備
し
て
い
る
ほ
か
、
ト
ン
ネ
ル



— 95 —

アジア時報

や
地
下
道
を
利
用
し
た
り
、
地
下
施
設
内
に
収
容
し
た
り
す
る
。
イ

ラ
ク
が
湾
岸
戦
争
中
に
採
用
し
た
T
E
L
に
似
せ
た
偽
物（
デ
コ
イ
）

を
配
置
し
て
攪
乱
し
よ
う
と
努
め
る
ほ
か
、
通
信
を
妨
害
す
る
ジ
ャ

ミ
ン
グ
な
ど
も
能
力
向
上
も
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
T
E
L
の
機

能
を
向
上
さ
せ
、
オ
フ
ロ
ー
ド
も
走
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
行
動

範
囲
を
増
や
し
、
相
手
に
把
握
さ
れ
に
く
い
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　

た
だ
、技
術
の
進
歩
は
と
ま
ら
な
い
。
今
後
は
人
工
知
能
（
A
I
）

や
量
子
科
学
な
ど
の
新
興
技
術
の
発
展
が
見
込
め
る
。
量
子
セ
ン

サ
ー
が
実
用
化
さ
れ
れ
ば
、
地
下
の
空
洞
を
突
き
止
め
監
視
す
る
こ

と
が
容
易
に
な
る
と
さ
れ
る
。
敵
の
目
を
逃
れ
る
ス
テ
ル
ス
能
力
を

持
つ
移
動
式
ミ
サ
イ
ル
が
、
す
べ
て
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
新
興
技
術
の
急
速
な
発
展
に
よ
り
海
が
透
明
に
な
る
よ

う
に
、
陸
も
海
と
平
等
に
「
透
明
」
に
な
る
時
代
が
到
来
す
る
。
新

興
技
術
は
戦
略
原
潜
、
そ
し
て
、
移
動
式
ミ
サ
イ
ル
が
保
持
し
て
き

た
ス
テ
ル
ス
性
を
奪
う
力
を
秘
め
て
い
る
。

ス
ポ
ン
ジ
効
果

　

海
も
陸
も
透
明
に
な
る
時
代
が
く
れ
ば
、
S
L
B
M
を
載
せ
る
戦

略
原
潜
は
無
敵
で
は
な
く
な
り
、
移
動
式
I
C
B
M
も
敵
に
捕
捉
さ

れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
。
そ
う
い
う
未
来
が
訪
れ
る
な
ら
ば
、

I
C
B
M
、
S
L
B
M
、
そ
し
て
戦
略
爆
撃
機
で
構
成
さ
れ
る
現
在

の
「
核
の
三
本
柱
（
ト
ラ
イ
ア
ド
）」
で
構
成
さ
れ
る
核
抑
止
力
の

抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

と
は
い
え
、
現
時
点
で
は
妙
案
は
見
当
た
ら
な
い
。
と
な
れ
ば
従

来
通
り
、
ト
ラ
イ
ア
ド
の
近
代
化
を
他
国
に
先
駆
け
て
推
進
し
、
優

位
性
を
保
つ
こ
と
に
専
念
す
る
し
か
な
い
。

　

実
は
、
ト
ラ
イ
ア
ド
の
中
で
日
本
な
ど
同
盟
国
が
最
も
信
頼
性
を

寄
せ
る
の
は
I
C
B
M
だ
。
米
国
の
I
C
B
M
は
命
令
が
あ
れ
ば
数

分
で
発
射
さ
れ
、
30
分
以
内
に
全
世
界
に
届
く
。
核
戦
争
に
発
展
す

る
よ
う
な
緊
迫
し
た
事
態
を
迎
え
れ
ば
、
米
国
が
必
ず
敵
国
に

I
C
B
M
を
即
座
に
撃
ち
込
ん
で
く
れ
る
は
ず
だ
と
、
米
国
の
「
核

の
傘
」
の
も
と
に
あ
る
多
く
の
同
盟
国
は
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
極

め
て
高
い
信
頼
感
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

米
国
は
現
在
、
I
C
B
M
を
収
容
す
る
サ
イ
ロ
を
4
5
0
基
保
有

し
、
こ
の
う
ち
4
0
0
基
に
I
C
B
M
を
配
備
し
て
い
る
。
サ
イ
ロ

に
は
頑
丈
な
蓋ふ
た

が
あ
り
、
こ
れ
を
撃
破
し
て
、
配
備
さ
れ
て
い
る

I
C
B
M
を
破
壊
す
る
に
は
核
ミ
サ
イ
ル
を
撃
ち
込
む
以
外
に
方
法

は
な
い
。
そ
れ
に
は
、
最
低
で
も
1
発
、
確
実
に
破
壊
す
る
に
は
2

発
の
核
兵
器
が
必
要
に
な
る
。
全
滅
さ
せ
る
た
め
に
は
、
4
5
0
～

9
0
0
発
の
核
ミ
サ
イ
ル
を
使
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

現
在
、米
露
が
結
ぶ
新
戦
略
兵
器
削
減
条
約（
新
S
T
A
R
T
）は
、

双
方
が
配
備
で
き
る
戦
略
核
の
弾
頭
数
の
上
限
を
1
5
5
0
発
と
制

限
し
て
い
る
。
米
国
の
I
C
B
M
を
破
壊
す
る
た
め
に
過
半
数
を
超

す
9
0
0
発
を
使
え
ば
、
残
り
の
戦
略
核
兵
器
の
数
は
7
0
0
発
を

切
る
。
あ
ま
り
に
も
効
率
が
悪
い
。

　

一
方
、
前
回
に
触
れ
た
よ
う
に
米
国
に
は
I
C
B
M
懐
疑
派
も
存
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在
す
る
。
そ
の
主
張
に

沿
っ
て
、
I
C
B
M
を

全
て
廃
止
し
た
場
合
、

ロ
シ
ア
や
中
国
が
狙
う

べ
き
米
国
の
標
的
の
数

は
、
2
カ
所
の
原
潜
基

地
と
3
カ
所
の
戦
略
爆

撃
機
基
地
の
5
カ
所
へ

と
急
減
す
る
。
哨
戒
任

務
の
た
め
基
地
を
離
れ

て
い
る
戦
略
原
潜
を
別

と
し
て
、
原
潜
基
地
と

戦
略
爆
撃
機
の
基
地
に

そ
れ
ぞ
れ
1
発
ず
つ
核

ミ
サ
イ
ル
を
撃
ち
込
め

ば
破
壊
で
き
る
。
つ
ま

り
、
わ
ず
か
5
発
の
核

ミ
サ
イ
ル
で
米
国
の
核

戦
力
の
太
宗
を
破
壊
で

き
る
可
能
性
が
生
ま
れ

る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
も
あ

り
、
I
C
B
M
擁
護
派

は
、
サ
イ
ロ
配
備
型
の
I
C
B
M
は
敵
の
核
ミ
サ
イ
ル
を
無
駄
撃
ち

さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
敵
の
核
ミ
サ
イ
ル
を
ス
ポ
ン
ジ

の
よ
う
に
吸
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
か
ら
「
ス
ポ
ン
ジ
効
果
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
た
だ
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
米
国
が
導
入
を
目

指
し
て
開
発
中
の
新
型
I
C
B
M
「
セ
ン
チ
ネ
ル
」
は
多
く
の
問
題

を
抱
え
、
配
備
時
期
が
大
幅
に
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
次
回
は
、

こ
う
し
た
状
況
を
描
く
。
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